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実習に係る緊急時の対応に係る手順（参考例）
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＜事故後の対応＞

事故による影響を最小限にとどめるために、事故発生後の患者への
対応を的確に行う。

１．総力を挙げて最善の医療を行う。

１）実習指導医は、直ちに担当医や看護師長などに報告し、
上司の指示を受ける。

２）応急処置に全力を尽くす。

２．ご家族への説明

１）事故内容及び病状について、内容に応じた責任者が説明を行う。

２）当該棟の看護師長と施設責任者とで患者及び家族へ
経過説明と謝罪を行う。

３．記録

救急処置や経過の的確な記録を行う。

４．その後の対応

１）インシデント（・アクシデント）レポート」を作成し、日本慢性期医療協
会に提出する。

２）防止策を検討し職員へ周知する。

３）受講生への精神的サポートを行う。


